
nformationＩ

Ａ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
っ
て

な
ん
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
、国
民

一
人
一
人
に「
12
桁
の
番
号
」を

割
り
振
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

正
式
に
は
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
と
い
い
ま
す
。国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策
の
分

野
で
活
用
し
ま
す
。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

◦
申
請
時
に
必
要
な
課
税
証
明
書
な

　

ど
の
資
料
が
省
略
で
き
ま
す
。

◦
行
政
機
関
に
あ
る
自
分
の
情
報
の

　

確
認
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー

　

ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す

③
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

◦
国
民
の
所
得
状
況
な
ど
を
把
握
し
、

　

不
正
受
給
を
防
止
で
き
ま
す
。

◦
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
に
、
き
め

　

細
か
な
支
援
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
各
行
政
機
関
が

管
理
す
る
個
人
情
報
が
同
じ
人
の
情

報
で
あ
る
か
、
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に

確
認
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
導
入

さ
れ
ま
す
。
情
報
の
連
携
に
よ
り
次

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
行
政
の
効
率
化

◦
行
政
事
務
が
効
率
化
さ
れ
、
手
続

　

き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

◦
災
害
時
の
被
災
者
台
帳
の
作
成
な

　

ど
、
緊
急
時
の
素
早
い
支
援
が
期

　

待
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
何
の
た
め
に
導
入
さ
れ
る
の
で
す
か

※
民
間
企
業
が
源
泉
徴
収
票
の
作
成

　
や
︑
従
業
員
の
健
康
保
険
・
厚
生

　
年
金
の
加
入
手
続
き
な
ど
で
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な

　
り
ま
す
︒
従
業
員
を
雇
用
し
て
い

　
れ
ば
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得
と
保

　
管
が
必
要
に
な
る
た
め
︑
社
内
規

　
定
の
見
直
し
や
シ
ス
テ
ム
対
応
︑

　
安
全
管
理
措
置
な
ど
の
準
備
を
進

　
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　
28
年
１
月
か
ら
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律
や
自
治
体

の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
き

で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
各

機
関
の
情
報
連
携
は
、
国
は
29
年
１

月
以
降
、
地
方
公
共
団
体
は
同
７
月

以
降
に
順
次
始
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
い
つ
か
ら
使
う
の
で
す
か

　

管
理
し
、
特
定
の
機
関
が
一
括
し

　

て
管
理
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
は
制

　

限
・
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
各
行
政
機
関
と
の
通
信
は
暗
号
化

　

さ
れ
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
自
分
の

　
個
人
情
報
が
ど
の
よ
う
に
や
り
と

　
り
さ
れ
て
い
る
か
︑イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
を
通
じ
て
自
分
で
記
録
を
確
認

　
す
る
手
段
と
し
て
︑
29
年
１
月
か

　
ら
﹁
情
報
提
供
等
記
録
開
示
シ
ス

　
テ
ム
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）﹂が
運

　
用
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

　
マ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
を
安
全
・
安
心
に

利
用
す
る
た
め
、
制
度
と
シ
ス
テ
ム
の

両
面
で
個
人
情
報
を
保
護
し
ま
す
。

《
制
度
面
》

◦
法
律
に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
・
収
集
は

　

禁
止
し
て
い
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る
場
合

　

は
本
人
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
て

　

い
ま
す
。

◦
第
３
者
機
関
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

　

適
切
に
管
理
し
て
い
る
か
監
視
・

　

監
督
し
ま
す
。

《
シ
ス
テ
ム
面
》

◦
個
人
情
報
は
各
機
関
が
分
散
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
安
全
に
管
理
さ
れ
ま
す
か

（使用例）
▷源泉徴収票などに記載するため

　に、勤務先に提示
▷毎年６月の児童手当の現況届け
　を出すときに、内子町に提示
▷厚生年金の請求の際に、年金事
　務所に提示

▷法定調書などに記載するため、
　証券会社や保険会社などに提示

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

住所の確認を
してください

10月までに

住民票と異なる住所に住ん

でいる人は、住んでいる市
町村へ住民票を異動してく

ださい。ＤＶの被害者など
で、住所の異動ができない
場合は、早めに内子町役場
各窓口にご相談ください。

「通知カード」が
届きます

10月上旬頃

住民票に登録された住所に

マイナンバーが記載された

「通知カード」が、簡易書留
で届きます。生涯使用する
番号になるので、大切に保
管してください。

「個人番号カード」の
申請ができます

通知カードが届いたら

「通知カード」の簡易書留に
同封された申請書で、「個
人番号カード」が申請できま
す。個人番号カードは身分
証明書になるほか、ｅ-Ｔａｘ
などの各種電子申請に利用

できます。

「個人番号カード」
の交付

28年１月頃

「個人番号カード」を申請
した人へのカードの交付が

始まります。社会保障・税・
災害対策の手続きでマイナ

ンバーの利用が始まりま

す。

よくある質問と、
押さえておきたい
ポイントを

お知らせします。

２種類のカードマイナンバーを使うとき

通 知 カ ー ド

個人番号　1234  5678  9012

氏名　内子マイナ

住所　○県△町◇丁目

平成○年○月○日生　性別　女

発行　平成 27 年 10 月◎日 ●●町長

個人番号　1234  5678  9012

個人番号
カード

氏名　内子マイナ
住所　○県△町◇丁目

平成○年○月○日生

性別　女　2026 年３月 31 日まで有効

サインパネル領域

署名　内子マイナ

（通知カードのイメージ） （個人番号カードのイメージ）

＼ポイント①／

＼ポイント②／

＼ポイント③／

全ての人の住民票の住所に、10月
頃「通知カード」が届きます。カー
ドには、生涯使用するマイナン
バーが記載されています。大切に
保管してください。

「個人番号カード」は、本人が申請する
ことで28年１月以降に無料で交付さ
れます。身分証明書にもなり便利です。
交付時に「通知カード」は回収します。

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
２
０
）
０
１
７
８

※
平
日
・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

―
―
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
始
ま
り
ま
す
―
―
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町からのお知らせnformationＩ

　根拠のない習慣や風習は、時として私たちの
心を迷わせたり、物事を正しく判断する力をそ
いだりします。その結果、予断や偏見を生み、
人権侵害につながることがあります。
　例えば「六曜」は、カレンダーなどにある大安・
仏滅・友引などのことで、中国から伝わったと
されています。大安は何事にも良い日とされ、
仏滅は悪い日、友引は葬式を避ける日とされて
いますが、科学的根拠のない迷信です。
　また「清め塩」という習慣は、塩の殺菌作用を
浄化作用として用いることで「ケガレ」を清め
るという発想から生まれたようです。昔からケ
ガレは伝染すると考えられ、それを防ぐために
「清め塩」を行ってきました。特に「死・血・出産」
は三大不浄として恐れられていました。
　しかし、私たちは出産により誕生し、体中を

血液が巡り、誰もが死を迎えます。その自然な
姿に関わることをケガレとする考え方は、不合
理で矛盾していると思えます。ケガレは仏教と
は無縁であることから、会葬礼状に挿入されて
いる清め塩を廃止する動きも広まっています。
　私たちの暮らしの中には、生活の知恵として
大切に継承すべき習慣や風習がある一方、「昔
からいわれているから」「みんながやっているか
ら」といった理由で、本来の意味は分からない
ことが多いのではないでしょうか。
　昔からの習慣や風習に、今一度「なぜ」「どう
して」と考えてみることが大切です。無自覚な
言葉や行為が人権意識を妨げ、差別につながる
こともあります。一人一人の意識や行動から、
予断や偏見、差別を否定し、差別をなくしてい
く社会をつくっていきましょう。

習慣・風習が生む予断や偏見

人権コラム＊幸せへの道

▽
規
制
範
囲　

町
並
保
存
地
区
内　

※
午
後
５
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で
町

　

並
駐
車
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

【
予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

※
火
曜
日
定
休

●
開
催
日
時

　

９
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

　

午
後
６
時
頃
～
９
時

●
場
所　

八
日
市
護
国
伝
統
的
建
造

　

物
群
保
存
地
区

●
主
な
催
し

・
踊
り
や
琴
の
演
奏

・
月
見
団
子
の
販
売
な
ど

●
高
昌
寺
で
お
月
見
精
進
料
理

▽
実
施
日　

９
月
26
日（
土
）

▽
料
金　

１
０
０
０
円（
先
着
20
人
）

※
９
月
９
日（
水
）
午
前
９
時
か
ら

　

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

▽
時
間　

午
後
７
～
９
時

町
並
み
で
楽
し
む
名
月
の
夕
べ「
八
日
市
町
並
観
月
会
」

――――――　自主企画プログラムを募集します　――――――

　28年の春から秋にかけて、南予９市町を舞台
とした「えひめいやしの南予博2016」を開きま
す。食や文化を中心に、南予の魅力を発信しな
がら、交流人口の拡大やブランド化を図る一大
イベントです。
　自主企画プログラムとは
　南予９市町の住民グループやＮＰＯ、企業、
団体などが、地域の魅力や資源を活用した観光・
体験プログラムを企画し、実施するものです。
　自主企画プログラムとして認定を受けると、
広報・誘客活動の連携や専門家に無料でアドバ
イスを受けられるなどのメリットがあります。
また新規・拡充のプログラムについては、上限
50万円の補助が受けられます。
　自主企画プログラムの応募方法
　「自主企画提案書」と「プログラム計画書」を内

子町ビジターセンターに提出してください。
※助成金は、認定後に別途申請が必要です。
　提出先　〒791－3301内子町内子2020番地
　　　　　内子町ビジターセンター
　提出期限
▷自主企画提案書　９月14日（月）
▷プログラム計画書　９月18日（金）
※第２回募集は10月中旬頃を予定しています。
※プログラムの企画立案の相談には随時応じま
　すので、気軽にお問い合わせください。
※詳しくは愛媛県のホームページをご覧くださ
　い。
　 www.pref.ehime.jp/nan54180/jisyukikakubosyu.html

【問い合わせ】
えひめいやしの南予博実行委員会本部事務局
☎０８９５（２２）５２１１

▽
講
演　

鈴
木
一か

ず
み
つ光
さ
ん（
（一財）
児
童

　

健
全
育
成
財
団
理
事
長
）

▽
子
ど
も
用
玩
具
な
ど
の
展
示（
希

　

望
の
人
は
、
購
入
で
き
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】	

保
健
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

●
日
時　

９
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

●
参
加
費　

無
料

●
対
象　

保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど

●
主
な
内
容	

▽
子
育
て
支
援
施
策
事
例
紹
介

子
育
て
・
少
子
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー

柔らかい光に包まれる町並み

　

内
子
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、

　

27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給

　

で
き
る
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限

　

に
満
た
な
い
人

※
支
給
決
定
日
ま
で
に
死
亡
し
た
児

　

童
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

《
臨
時
福
祉
給
付
金
》

●
給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

●
対
象
者　

27
年
１
月
１
日
時
点
で

　

内
子
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、

　

27
年
度
分
の
町
民
税
が
課
税
さ
れ

　

て
い
な
い
人

※
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

　

扶
養
親
族
、
生
活
保
護
受
給
者
は

　

除
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
な
ど
を

踏
ま
え
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」「
臨
時
福
祉
給
付
金
」を
支

給
し
ま
す
。
必
ず
申
請
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。	

●
申
請
期
限	

11
月
30
日（
月
）　

●
受
付
窓
口　

保
健
福
祉
課（
本
庁
）

　

／
内
子
分
庁
／
小
田
支
所

●
申
請
に
必
要
な
書
類　

申
請
書
／

　

印
鑑
／
本
人
と
確
認
で
き
る
書
類

　

／
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド（
写
）ま
た
は

　

指
定
口
座
の
通
帳（
申
請
者
本
人

　

名
義
の
も
の
）

※
臨
時
福
祉
給
金
は
対
象
者
全
員
の

　

保
険
証（
写
）が
必
要
で
す
。

《
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
》

●
給
付
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

●
対
象
者　

27
年
５
月
31
日
時
点
で

２
つ
の
給
付
金
の
申
請
は
済
ま
せ
ま
し
た
か

　

に
つ
き
商
品
券
１
万
円
分

●
申
請
期
間	

９
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

～
12
月
28
日（
月
）

●
申
請
に
必
要
な
書
類	

印
鑑
、
対

　

象
者
の
身
分
証
明
書
、
そ
の
他
対

　

象
者
と
分
か
る
書
類

●
受
付
窓
口　

保
健
福
祉
課（
本
庁
）

　

／
内
子
分
庁
／
小
田
支
所

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　

内
子
町
は
18
歳
未
満
の
子
を
３
人

以
上
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、
商

品
券
を
給
付
し
ま
す
。

●
対
象
児
童　

27
年
４
月
１
日
時
点

　

で
、
内
子
町
に
住
民
票
が
あ
る
18

　

歳
未
満
の
子
の
う
ち
、
18
歳
未
満

　

の
最
年
長
者
か
ら
数
え
て
、
３
人

　

目
以
降
に
生
ま
れ
た
子

●
対
象
者　

対
象
児
童
を
養
育
す
る

　

保
護
者

●
給
付
す
る
も
の　

対
象
児
童
１
人

子
ど
も
の
多
い
世
帯
に
商
品
券
を
給
付
し
ま
す

2015. 9   広報うちこ  27 広報うちこ   2015. 9 26



町からのお知らせnformationＩ

ー 2015 ー

内子で１日ドイツ気分
　

Ｑ：老齢基礎年金を受けるためには、何年間保
　険料を納めることが必要ですか

Ａ：原則として、資格期間が25年以上必要です。
Ｑ：60歳になったときに資格期間を満たさない
　場合は、受給できませんか
Ａ：合算対象期間や60歳からの任意加入など
　で資格期間を満たせる場合があります。１度
　ご相談ください。
※合算対象期間は昭和36年４月以降に日本国
　籍の人が海外に住所を移していた期間や配偶
　者に扶養されていた期間（扶養期間は昭和61
　年３月まで）などがあります。資格期間にな
　りますが、年金額には反映されません。

ねんきん　　＆ ～国民年金受給編①～

【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

次の①～⑤を合算した期間です。
①国民年金の保険料を納めた期間
②国民年金保険料の免除、学生納付特例など
　の納付猶予を受けた期間
③昭和36年4月以後の厚生年金保険の被保
　険者および共済組合の組合員であった期間
④第３号被保険者であった期間（昭和61年
　以降に配偶者に扶養されていた期間）
※厚生年金保険や共済組合の加入者である夫
　（妻）に扶養されていた妻（夫）の20歳以上
　60歳未満の期間
⑤合算対象期間（任意加入できるがしていな
　かった期間など）

《年金を受け取るために必要な「資格期間」とは》

ポイント解説

▽
１
部　

藻
谷
さ
ん
の
講
演
会（
里

　

山
資
本
主
義
の
視
点
か
ら
眺
め
る

　

地
域
の
今
と
こ
れ
か
ら
）

▽
２
部　

藻
谷
さ
ん
と
竹
本
さ
ん
の

　

対
談（
内
子
の
里
山
資
本
と
林
業

　

６
次
化
に
つ
い
て
）

●
参
加
費　

無
料（
要
事
前
申
込
み
）

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
産
業
振
興
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

●
日
時　
　

10
月
１
日（
木
）　

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

●
場
所　
　

内
子
座

●
テ
ー
マ　
『
里
山
資
本
主
義
』
か

　

ら
学
ぶ
～
林
業
６
次
産
業
化
を
目

　

指
し
て
～

●
内
容

▽
講
師　

藻
谷
浩こ

う
す
け介

さ
ん（
㈱
日
本

　

総
合
研
究
所
）、
竹
本
吉よ

し
て
る輝
さ
ん

　
（
㈱
ト
ビ
ム
シ
）　

内
子
町
地
域
創
生
事
業
特
別
企
画

里
山
資
本
主
義
・
藻
谷
浩
介
さ
ん
の
講
演
会

板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
、
内
子
町
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。
屋
外

広
告
物
設
置
の
工
事
を
発
注
す
る
場

合
は
、
県
に
登
録
し
た
屋
外
広
告
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　

愛
媛
国
体
開
催
に
向
け
、
県
・
市

町
が
連
携
し
て
、
会
場
周
辺
・
交
通

要
所
・
観
光
地
な
ど
の
違
反
屋
外
広

告
物
の
除
却
を
し
て
い
ま
す
。
信
号

機
や
道
路
標
識
に
貼
ら
れ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
・
は
り
紙
な
ど
は
、
違
反
広
告

物
で
す
。
見
か
け
た
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
内
子
町
内
で
看
板
・
立
て
看

９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
の
強
化
月
間
で
す

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

文
書
・
情
報
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

　

内
子
町
は
、
行
政
業
務
に
か
か
る

経
費
節
減
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
、
広
告
入
り
封
筒
の
無
償
提

供
を
募
集
し
ま
す
。

●
封
筒
の
サ
イ
ズ

⑴
長
形
３
号

⑵
角
形
２
号

●
口
数　

１
口
＝
１
万
枚

●
広
告
期
間　

お
お
む
ね
１
年
間

●
応
募
方
法

　
「
内
子
町
広
告
入
封
筒
要
綱
」
を

確
認
の
上
、
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告

の
ひ
な
形
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
綱
は
総
務
課
文
書
・
情
報
係
に

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
内
子
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
応
募
期
限　

10
月
30
日（
金
）

広
告
入
り
封
筒
を
募
集
し
ま
す

内子町役場 －キラリと光るエコロジータウン・内子－ 担当

URL　http://www.town.uchiko.ehime.jp E-mail           @town.uchiko.ehime.jp

愛媛県喜多郡内子町平岡甲168番地 TEL:0893-44-2111(代)　FAX:0893-44-4300(代)□本　　庁　〒795-0392　　
□内子分庁　〒791-0392　　愛媛県喜多郡内子町内子1515番地 TEL:0893-44-2112(代)　FAX:0893-44-6135(代)

□小田支所　〒791-3592　　愛媛県喜多郡内子町小田81番地 TEL:0892-52-3111(代)　FAX:0892-52-2303(代)

内子町

□

広告枠内子町役場 －キラリと光るエコロジータウン・内子－ 担当

URL　http://www.town.uchiko.ehime.jp E-mail           @town.uchiko.ehime.jp

愛媛県喜多郡内子町平岡甲168番地 TEL:0893-44-2111(代)　FAX:0893-44-4300(代)□本　　庁　〒795-0392　　
□内子分庁　〒791-0392　　愛媛県喜多郡内子町内子1515番地 TEL:0893-44-2112(代)　FAX:0893-44-6135(代)

□小田支所　〒791-3592　　愛媛県喜多郡内子町小田81番地 TEL:0892-52-3111(代)　FAX:0892-52-2303(代)

内子町

□

広
告
枠

長形３号角形２号

（裏面）

（表面）

（表面） （裏面）

※
建
造
物
は
町
内
に
現
存
す
る
も
で
、

　

補
助
金
を
受
け
て
事
業
を
行
っ
た

　

も
の
な
ど
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

推
薦
調
書
と
参
考
書
類
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
調
書
は
総
務
課
、

　

産
業
振
興
課（
内
子
分
庁
内
）、
小

　

田
支
所
、各
自
治
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

　

ま
す
。）

●
応
募
期
限　

10
月
16
日（
金
）

※
受
賞
団
体
の
表
彰
は
、
後
日
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

●
対
象

⑴
啓
発
活
動
部
門

　

５
年
以
上
に
わ
た
り
、
自
主
的
か

　

つ
積
極
的
に
地
域
の
景
観
保
全
活

　

動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
。

　

ま
た
は
自
分
た
ち
が
中
心
と
な
っ

　

て
良
好
な
景
観
づ
く
り
に
関
す
る

　

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

⑵
建
造
物
部
門

　

５
年
以
上
に
わ
た
り
、
良
好
な
景

　

観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造

　

物
な
ど
を
所
有
す
る
個
人
・
団
体
。

　

ま
た
は
地
域
の
特
性
や
環
境
に
配

　

慮
し
て
複
数
の
建
造
物
の
建
築
や

　

設
計
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

内
子
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
賞
を
募
集
し
ま
す

【問い合わせ】内子町ビジターセンター　☎０８９３（４４）３７９０

　ドイツのビールと料理を楽しみながら、ドイツ文
化に触れてみませんか。当日は５００円商店街も
開催していますので、ぜひお越しください。
●日時　10月３日（土）
　　　　午前11時40分～午後４時
※雨天時は４日（日）に延期
●場所　内子本町商店街（フェスタ対応店、まちの

　駅Ｎ
ナ ン ゼ

ａｎｚｅ、ビジターセンターＡ
ア ル ン ゼ

・ｒｕｎｚｅ）
●内容　ローテンブルク市との交流パネルの展示
　／ドイツ音楽の演奏／ビールや料理の販売など
●チケット制　一人2,400円（当日2,500円）
●チケット販売　
　内子町ビジターセンター、内子分庁（町並・地
　域振興課）、小田支所、フジ内子店
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町からのお知らせ

《国勢調査とは》
　国勢調査は国の最も重要な統計調査です。調査
結果は福祉施設や生活環境整備、災害対策など、
日本の未来をつくる計画策定などに利用します。
　また回答の内容は厳格に保護され、統計以外の
目的には使用しません。
《調査概要》
●調査基準日　27年10月１日
●調査対象　10月１日現在、日本国内に住む全て
　の人と世帯
●調査方法　次のどちらかで回答してください。
▷インターネット回答
　今回の調査からインターネットで回答ができます。

　紙の調査票の配布に先行して、調査員が９月上
　旬にインターネット回答用の書類を配布します。
◦回答期間　９月10 ～ 20日
▷調査票での回答
　インターネットで回答しなかった世帯には、９月
　下旬に調査員が紙の調査票を配布します。
◦回答期間　10月１～７日
【問い合わせ】
○国勢調査コールセンター
☎０５７０（０７）２０１５
※10月31日まで。毎日、午前８時～午後９時。
○総務課　政策調整班
☎０８９３（４４）６１５１

デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
農
産
物
な
ど
を
運
搬
、

検
証
事
業
の
協
力
者
を
募
集
し
ま
す

　

内
子
町
で
は
、
高
齢
者
な
ど
が
農

産
物
や
手
芸
品
・
加
工
品
な
ど
を

直
売
所
に
出
荷
す
る
た
め
の
支
援
と

し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
農
産
物
な
ど

を
運
搬
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

本
格
運
用
の
前
に
事
業
を
検
証
す

る
た
め
、
試
験
運
用
期
間
を
設
け
て

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
事
前
に
各

直
売
所
で
登
録
が
必
要
で
す
が
、
期

間
中
は
運
搬
費
が
無
料
に
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
各
直
売
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
検
証
事
業
の
概
要
》

●
利
用
可
能
な
路
線　

現
在
運
行
し

　

て
い
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
全
路
線

※
た
だ
し
市
街
地
エ
リ
ア
の
人
は
対

　

象
外
に
な
り
ま
す
。

●
試
験
運
用
期
間　

10
月
～
12
月

●
利
用
可
能
な
日
時　

各
路
線
の
週

　

２
回
の
運
行
日
。
午
前
８
時
～
10

　

時
の
朝
１
便
の
み

●
出
荷
場
所

▽
大
瀬
・
五
十
崎
地
区　

道
の
駅「
内

　

子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
」

▽
小
田
地
区　

道
の
駅「
小
田
の
郷

　

せ
せ
ら
ぎ
」

《
事
前
登
録
に
つ
い
て
》

　

出
荷
場
所
に
な
る
直
売
所
で
、
登

録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
１
１
２
２

▽
小
田
の
郷
せ
せ
ら
ぎ

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
０
２
３

※
直
売
所
の
会
員
登
録
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
。
各
直
売
所
が
規
定
す
る

　

販
売
手
数
料
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
各
直
売
所
で
説
明
会
を
開
く
予
定

　

で
す
。

《
出
荷
の
予
約
に
つ
い
て
》

　

出
荷
す
る
前
日
ま
で
に
、
予
約
セ

ン
タ
ー
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約
が

必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

国土交通省の社会実験の様子
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くらしの情報

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館　

集
会
室

●
演
題　
「
い
じ
め
の
解
決
」

●
講
師　

大
野
ま
つ
み
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
え
ひ
め
心
の
つ
ば
さ
理
事
長
）

●
参
加
費　

無
料

《
健
康
講
座
（
調
理
実
習
と
講
話
）》

●
日
時　

９
月
29
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館　

●
内
容　
「
自
宅
被
災
時
の
食
事
」「

　

知
ろ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

●
定
員　

15
人（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
人　

３
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
物　
エ
プ
ロ
ン
、頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

10
月
５
日（
月
）

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館　

和
室

●
参
加
費　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

申
込
の
際
に
開
催
日
な
ど
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
共
通
事
項

●
期
間　

９
月
下
旬
～
12
月
中
旬

●
講
師　

手
話
サ
ー
ク
ル「
内
の
子
」

●
受
講
料　

無
料

※
午
前
の
部
は
資
料
代
が
必
要

●
申
込
方
法　

う
ち
こ
福
祉
館
の
申

　

込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

1
午
前
の
部

●
開
催
日　

毎
週
月
曜
日（
全
10
回
）

●
時
間　

午
前
10
時
～
正
午　
　
　

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館
衛
生
室

●
定
員　

８
人

2
午
後
の
部

●
開
催
日　

毎
週
金
曜
日（
全
12
回
）

●
時
間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時　

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館
会
議
室

●
定
員　

20
人

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０　

《
第
１
回
や
さ
し
い
人
権
講
座
》

　

い
じ
め
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

そ
の
解
決
に
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。

●
日
時　

９
月
17
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

●
募
集
人
数　

介
護
職
員　

１
人

●
必
要
資
格　

普
通
自
動
車
免
許

●
採
用
時
期　

27
年
11
月
１
日
～

●
勤
務
条
件
な
ど

◦
給
与　

14
万
５
４
０
０
円
～（
３

　

カ
月
の
臨
時
期
間
あ
り
）

◦
そ
の
他　

土
・
日
・
祝
日
、
夜
勤
・

　

早
出
・
遅
出
の
勤
務
あ
り

●
選
考
方
法　

面
接

●
申
込
方
法　

志
願
票
、履
歴
書（
市

　

販
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
志
願
票
は
み
ど
り
苑
ま
た
は
役
場

　

受
付
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

９
月
30
日（
水
）

※
窓
口
で
の
受
付
は
平
日
の
午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
５
時
の
み

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ど
り
苑

〒
７
９
１
―
３
３
３
１

内
子
町
立
山
４
７
４
０
番
地
１

☎
０
８
９
３
（
４
５
）
０
１
４
１

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
な
運

営
を
図
る
た
め
、
運
営
協
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

２
人

●
職
務　

保
険
税
率
な
ど
に
関
す
る

　

町
長
か
ら
の
諮
問
に
対
す
る
答
申

●
委
嘱
機
関　

２
年
間（
11
月
１
日

　

～
29
年
10
月
31
日
）

●
応
募
資
格　

内
子
町
国
民
健
康
保

　

険
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

　

人
で
、
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き

　

る
人（
年
２
回
程
度
開
催
）

●
応
募
方
法　

作
文
と
申
込
書
を
、

　

郵
送
で
住
民
課
国
保
係
に
提
出

◦
作
文
の
テ
ー
マ「
こ
れ
か
ら
の
国

　

民
健
康
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
」

◦
市
販
の
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
に

　

申
し
込
み
の
動
機
な
ど
を
６
０
０

　

～
８
０
０
字
以
内
で
記
入

※
申
込
書
は
本
庁
・
内
子
分
庁
・
小

　

田
支
所
の
受
付
に
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
限　

９
月
28
日（
月
）

●
結
果
通
知　

10
月
に
郵
送
で
通
知

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
７
９
５
―
０
３
９
２

内
子
町
平
岡
甲
１
６
８
番
地

住
民
課　

国
保
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　

午
前
と
午
後
の
部
が
あ
り
ま
す
。

集

募

健康講座・調理実習の様子

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

み
ど
り
苑
の
嘱
託
職
員

内
子
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

「
や
さ
し
い
手
話
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内
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くらしの情報

　

内
子
町
は
男
性
対
象
の
料
理
教
室

「
ダ
ン
デ
ィ
教
室
」
を
開
い
て
い
ま

す
。
大
変
好
評
で
、
よ
り
参
加
し
や

す
い
夜
の
部
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
23
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
～
64
歳
の
男
性

●
定
員　

15
人

●
持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
、
健
康
手
帳

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
医
療
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
保

健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
５

　

栄
養
の
基
礎
の
学
習
と
、
バ
ラ
ン

●
テ
ー
マ　
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入

　

門
一
歩
前
」

●
講
師　

大
谷
尚な

お
ゆ
き之
さ
ん（
地
域
づ

　

く
り
論　

准
教
授
）

●
内
容　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
単
に
売

　

る
だ
け
の
技
術
で
は
な
く
、
買
い

　

手
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

　

身
近
な
事
例
か
ら
考
え
ま
す
。

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
主
催　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
人
文

　

学
科
・
内
子
町
教
育
委
員
会
他

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会

自
治
・
学
習
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　

全
国
を
旅
す
る
野
外
劇
団
楽
市
楽

座
が
、
内
子
町
を
訪
れ
ま
す
。
子
ど

も
大
人
も
楽
し
め
る
人
情
劇
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
18
日（
金
）～
21
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
７
時
開
演

●
場
所　

内
子
ま
ち
の
駅
Ｎな

ん

ぜ

ａ
ｎ
ｚ
ｅ

●
入
場
料　

無
料（
投
げ
銭
）

●
後
援　

内
子
町
教
育
委
員
会　

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

野
外
劇
団
楽
市
楽
座（
佐
野
）

☎
０
９
０
（
９
０
５
６
）７
８
２
６

　

内
子
消
防
署
は「
救
急
フ
ェ
ア
」を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
５
時

●
場
所　

フ
ジ
内
子
店

●
内
容　

応
急
手
当
体
験
、
看
護
師

　

に
よ
る
健
康
相
談
、
救
急
資
器
材

　

展
示
な
ど

《
救
急
車
の
適
正
利
用
の
お
願
い
》

　
「
交
通
手
段
が
な
い
」、「
す
ぐ
診

察
し
て
も
ら
え
る
」
と
い
っ
た
理
由

で
救
急
車
を
呼
ぶ
と
、
本
当
に
救
急

車
が
必
要
な
人
か
ら
救
急
要
請
が

あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
出
動
で
き
な
い

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
救
急
車
の
適
正

な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署　

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

●
日
時　

９
月
17
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

ス
食
の
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　

内
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
～
64
歳

●
定
員　

15
人

●
持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
、
健
康
手
帳
、
米
0.5
合

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

地
域
医
療
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
保

健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

●
日
時　

10
月
27
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～
９
時

●
場
所　

文
化
交
流
ヴ
ィ
ラ
高
橋
邸

●
催
し　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ー

　

ト
演
奏

▽
演
奏
時
間　

①
午
後
６
時
30
分
～

　

／
②
午
後
７
時
30
分
～

▽
出
演　

原
瀬
万ま

り

こ
梨
子
さ
ん
、
木
藤

　

麻ま

い

こ
衣
子
さ
ん

●
チ
ケ
ッ
ト
代　

１
５
０
０
円（
抹

　

茶
・
団
子
付
き
）

【
問
い
合
わ
せ
】

○
文
化
交
流
ヴ
ィ
ラ
高
橋
邸（
風
雅
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
３
５
４

○
町
並
・
地
域
振
興
課

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

し

催

月
と
音
楽
の
夕
べ

高
橋
邸「
芋
名
月
」２
０
１
５

「
ダ
ン
デ
ィ
教
室
」

夜
の
部
を
開
き
ま
す

楽
し
く
栄
養
の
基
礎
を
学
ぶ

「
栄
養
学
級
」
を
開
き
ま
す

多くの人が参加する昼の部

命
を
つ
な
ぐ
応
急
手
当

救
急
フ
ェ
ア
で
体
験
し
よ
う

「
気
軽
に
文
化
講
座
in
内
子
」

の
お
誘
い

野
外
劇
団
楽
市
楽
座
公
演

「
バ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
」

●日時
▷９月 26 日（土）午後６時～
▷９月 27 日（日）午後１時～
●場所　内子座
●チケット（全席指定）
　Ｓ席 3,500 円／Ａ席　3,000 円
※未就学児の入場はできません。
●チケット販売
▷内子座、町並・地域振興課
▷チケットぴあ（Ｐコード：445 ｰ 211）
▷ローソン（Ｌコード：69458）

【問い合わせ】
内子座
☎０８９３（４４）２８４０

内子座100周年記念事業

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

●
日
時　

10
月
４
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

●
内
容　

登
記
・
戸
籍
・
土
地
、
人

　

権
問
題
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
、

　

法
務
局
職
員
な
ど
の
専
門
家
が
応

　

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は

　

厳
守
し
ま
す
。

●
予
約　

９
月
14
日（
月
）
午
前
９

　

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
予
約
な
し
で
も
相
談
で
き
ま
す
が
、

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
予
約
を
お

　

勧
め
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

松
山
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
８
９（
９
３
２
）０
８
８
８

　

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
悪
質

商
法
な
ど
で
悩
ま
れ
て
い
る
人
を
対

象
に
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
開
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
12
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
受
け
付
け
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
。

※
予
約
不
要

●
場
所　

西
予
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

（公社）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部
事
務
局

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
８
０
６
５

●
日
時　

９
月
30
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
10
分
～

●
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
松
山
市
）

●
講
師　

原　

千ち
あ
き晶

さ
ん（
タ
レ
ン
ト
）

●
定
員　

３
０
０
人

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

（公社）
愛
媛
県
看
護
協
会

☎
０
８
９
（
９
２
３
）
１
２
８
７

　

一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
つ
い
て

考
え
て
行
動
し
、
悲
惨
な
交
通
死
亡

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
渡
り
き
る
／
老

　

い
の
歩
幅
に
／
待
つ
ゆ
と
り
」

●
重
点
目
標

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を

　

防
止

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

　

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

▽
反
射
材
な
ど
の
着
用
、
自
転
車
の

　

ラ
イ
ト
の
点
灯
の
徹
底

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー
ル
と

　

マ
ナ
ー
の
順
守

　　

高
速
道
路
ご
利
用
の
際
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

《
今
治
湯
ノ
浦
Ｉ
Ｃ
〜
い
よ
小
松
Ｉ
Ｃ
》

●
規
制
日
時　

▽
９
月
７
日（
月
）～
11
日（
金
）

▽
９
月
14
日（
月
）～
15
日（
火
）

※
各
日
の
午
後
８
時
～
翌
朝
６
時

●
迂
回
路　

国
道
11
号
、１
９
６
号

【
問
い
合
わ
せ
】

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９（
９
０
５
）０
１
８
１

　

http
://w

w
w

.w
-nexco.co.jp

/

　

shikoku-yakan/

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

「
成
年
後
見
相
談
会
」

９
月
21
〜
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

知

ら

せ

お

「
全
国
一
斉
！
　
法
務
局
休
日

相
談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て

今
治
小
松
自
動
車
道

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

虚構の劇団第11回公演

作・演出：鴻上尚史

ホーボーズ・ソング
スナフキンの手紙　ＮＥＯ

第
46
回
日
本
看
護
学
会

特
別
講
演
の
一
般
公
開
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